
～地域づくりに役立つ情報を紹介します～ 

 

 

 

                                   
 

社会福祉法人鶴ヶ島市社会福祉協議会 

鶴ヶ島市三ツ木 16-1（市役所６F） 

TEL049-271-6011  FAX049-287-0557 

（発行 令和 4 年 5 月） 

 

※「えん」のレイアウト等は市民ボラ 

ンティアの協力をいただいています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《第 42号》 

思いを言葉に連絡事項があれば 
ご記入ください 

・社協サロンに登録している。（登録条件があります） 

・参加したい方を誰でも受け入れる。 

・社会参加、見守り、地域のつながりになっている。 

・共同募金活動に協力している。 

 

 

サロン助成金について（共同募金配分金を活用しています） 

 

保険に加入について 

 

月に１回程度の活動⇒１万円（上限） 

週に１回程度の活動⇒２万円（上限） 

サロン助成金が受けられます 

・支え合い協議会・自治会の事業以外 

・NPO法人など法人格のある団体が主催していない 

・他の保険で補償されていない 

加入要件 

サロン保険に加入（社協負担） 

Q1  鶴ヶ島市在住以外の方でもサロン参加可能でしょうか？ 

A1   他市でも大丈夫です。サロンは、だれもが集える場です。 

Q2  歩いて通えるサロンがなく困っている方がいます。サロンに行く手立てはありますか？ 

A2   コロナ前、福祉施設でのサロンでは送迎付きのサロンがありました。また、個人宅でサロンを開 

き、来てもらってサロン活動をする等歩いて行ける場所にサロンが開設されることが良いと考え 

ます。歩いて行ける場所にサロンがあると継続して参加することができます。 

Q3  サロン参加者の固定化をどのように対処したらよいか？ 

A3  友人やお知り合いに声をかけて誘うのが一番効果的です。また、サロン活動の紹介チラシや広報 

誌ホームページ等で周知をします。 

Q4  自治会に外国の人がいます。コミュニケーションを取りたいがどのような方法がありますか？ 

A4   鶴ヶ島国際友好ふれあい会、ボランティア等が対応できる場合がありますのでご相談ください。 

 
3/13. 3/15 市役所 参加者 ６３名 

地域で集いの場を作るきっかけづくりとして「ふれあい・いきいきサロン」についての話やサロンの 

活動実践報告、登録サロンへの保険、助成金に等についての説明会を行いました。 

脳トレ！「後出しじゃんけんゲーム」で盛り上がりました 

活動報告発表 

説明会でのQ＆A 

 

保障内容 

保険種目：行事（レクリエーション） 

参加者の傷害危険補償特約付普通傷害保険 

死亡・後遺障害保険金額 : 150万円 （1名分） 

入院保険金日額 : 2250円 （1名分） 

通院保険金日額 : 2000円 （1名分） 
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社協より説明 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

        

        

  

  

クイズ応募方法 

郵送、来所、FAX いずれかの方法で社会福祉協議会まで 

※正解した方にはプレゼント差し上げます 

今回の問題 語尾に「ん」がつきます 

問題１ うどんでも平べったい 

問題２ 寒いときに食べる串で刺した食べ物 

問題３ 高校野球の会場 

問題４ 無時完走 

問題５ 天に任せる 

前回の問題 語尾にき、またはぎ、がつきます 

問題１ 川の流れを止める      ➡堰 セキ 

問題２ 子供が夢中になって遊んでいる姿➡無邪気 

問題３ 皆で話し合って決める     ➡協議 

問題４ 秋の七草の一つ       ➡萩 

問題５ 屋久島の銘木       ➡椙 

前回の解答 

問題１ 

問題２ 

問題３ 

問題４ 

問題５ 

♥中学生が市内の素敵な方を取材しました♥ 

動画制作を趣味とし、社協の「中学生ゴミ出しボランティア」の動画を編集作成し

てくださった青木さんに富士見中学校２年生の今野
こ ん の

美
み

桜
お

さんが取材しました。  

今野美桜さん 
青木さん 

初めは趣味でコンピューターを使われていましたが、カメラで写真を撮ったりパソコンで 

動画を制作したりするようになり、幼稚園のお遊戯会の動画を撮影したり、色々な 

動画を編集したりされています。 

今では自分の思いをパソコンにうつことでたくさんの人を励ますことが生きがいとおっしゃ

っていました。自分の趣味を人のためにいかせることがすごいと思いました。 

また、年齢も関係なく健康で元気に過ごされている青木さんとお話をする機会を持つ

ことで改めて健康の大切さを感じました。 

♦取材風景♦ 
青木さんが制作した「中学生ゴミ出し 

ボランティア」の動画をご覧ください。 

いつも元気な出題者 
利根川さん 

視覚障害の方を 

ご近所さんや民生委

員さん、中学生で見

守り合います。 

顔見知りになり 

避難場所について確

認をしました。 

 

ゴミ出しボランティア二次元コード 
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